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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール     グループホーム菜の花麻生館  令和 5年 3月 24日 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケア理念は事業所のみならず全館

統一の下実践されている。麻生館で

は毎日の朝夕の申し送りとカンファレ

ンス 冒頭に行い、管理者と職員は

共有して実践に繋げている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域への発信は運営推進会議を

通じて町内会会長へ、又菜の花通信

を通じて各戸へ発信している。コロナ

禍の中町内会行事も中止になり、天

候の良い日は近くの公園の散策を行

って近所の方と挨拶を交わしてい

る。 

・書面にて情報交換は出来ている。 

・菜の花通信は町内会員も麻生ニュース

と共に読まれている様子。 

・気分転換に散歩などは必要。できる限

り今後も実施して欲しい。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 2 ヶ月に 1度町内会長や婦人部長

など又ご家族と書面会議を行ってい

る。また、町内会の方やご家族から

改善点や意見を聞き取り、包括支援

センターの担当者とは聞き取った内

容を伝え、zoom会議を行い、サービ

ス向上に活かしている。 

・同上 

・左記の内容で良い。 

・今後も定期的な会合を希望する。 

・書面会議や意見聞き取りの覚えがあり

ません。議事録に包括支援センターご担

当者の意見等を反映すると良い。 
 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

包括支援センターの担当者だけでは

なく、所長様にもご協力を頂き、運営

推進会議を滞りなく進めて頂いてい

る。その準備や結果にも協力頂いて

いる。 

・良い事である。 

・左記の内容で良い。 
    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体拘束等適正化指針を下に職

員に内部研修を行い理解している。

8:00～19:00まで玄関の施錠はして

いない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族としては面会できないと確認でき

ない事も多い。 

・窓が路面にオープンになっておりいつ

でも、テーブルを囲み会話している様子

と職員とコミュニケーションが図れている

様子が垣間見えるので懸念はないと思

う。 

・ご家族の方にも安心していただけるよ

うな工夫として、研修を実施した感想等

職員の生の声を書面で伝えたり、ご家
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族の方の意見を吸い上げてはどうか。 

・身体拘束の内部研修の際に、身体拘

束をしたくなる時などを話し合い、事前

に対応策を考える研修を企画してみても

良いかと思います。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 内部研修にて高齢者虐待防止指

針と虐待の種類、類型を下に定期的

また日常的に注意し防止に努めてい

る。 

又予兆があった場合はチームで話

合っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族としては面会できないと確認でき

ない事も多い。 

・穏やかに過ごされている様子が入居

者様の表情から伺える。施設として教育

や職員間のコミュニケーションも図れて

いる。 

・職員のストレスが虐待に繋がることも

あるかと思いますので、職員がストレス

を感じたら相談できる雰囲気作りが必要

と感じる。 

・身体拘束同様に、虐待が起きる時の

要因を事前に話し合う研修を企画して皆

で共有しても良いかと思います。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日常生活自立支援事業や成年後

見制度について、年 1回の研修を行

っている。入居者様で成年後見制度

を利用している方がいる為、後見人

様と良好な関係を築いている。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新入居の際はご本人とご家族に聞

き取り不安や疑問点をたずね十分な

説明を行っている。解約の際も説明

をして、理解頂いている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会議での聞き取りやケア

プラン更新時の意向の確認、また玄

関先に意見箱を設置し要望等あれ

ば都度反映させている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・個々の希望を具体的に伝えられる事

は助かる。 

・コロナ禍の面会の工夫として様々な試

みを行っている。ご家族とのコミュニケー

ションを優先し積極的に行っている。 

・ご家族のライフスタイルで情報の伝わ

りやすさも違ってくるので、伝わりにくい

ご家族には注意してご意向確認をされ

ると良いと思う。 

・法人のホームページ等に載せるなど
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SNSの活用をしてみてはどうでしょうか。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 月に一度カンファレンスにて本社教

育課が出席して職員の意見やアドバ

イス、指導の機会がある。また職員

より直接本社に意見・要望相談窓口

制度も確立されている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 来年度より給与の見直しを法人が

行う事になった。担当者が職員一人

ひとりに説明を行っている。館では環

境面やシフト等各自の意見を聞き採

用している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・職員の方々と交流があまりないのでわ

かりづらい 

・コロナ禍の中精神的、体力的にきつい

時があると思うが職員の皆様には感謝

している。 

・コロナが流行しその為の業務負荷の心

配はあったが法人全体として協力体制

がある事に安堵している。 

・職員をまず大切にすることが、入居者

様を大切にすることに繋がると思うの

で、今後もこのような就業環境の整備を

お願いする。 

・質の良い介護するためには、人と物が

必要ですが、人に関しては早急にできる

ことではないので、まずは物を揃える事

が必要だと思います 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 今年度１名、スキルアップを目的に

法人の補助の下、初任者研修を受

講している。又内部学習ではカンファ

レンスとは別日に様々な題目で研修

を行い、今年度は動画研修追加し毎

月実施している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・質の高い介護サービス提供の為に必

要だと思う。 

・社内スキルと資格取得等の充実があ

り社員のモチベーションアップにつなが

っているのではないか。 

・職員の関心の高いテーマでの研修を

取り入れて欲しい。 

・外部研修に参加は難しい事もあるの

で、外部講師に頼むのも一つの方法だ

と思います。 
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13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 北区のグループホーム管理者連絡

会に所属し、定期的に意見交換の場

があるが、現在コロナ禍の為対面で

は、実施出来ていないのが実情。し

かし今年度の外部評価にて東区の

管理者に参加して頂けることになっ

た。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 生活上必要な決めごと等は必ずご

本人と相談し実施している。また、生

活リハビリの観点より出来る事は自

分で行う体制を作っている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中ご家族の面会は制限

されているが、必要に応じて窓越し

やリモート面会、電話等の支援を行

っている。 

・関係の継続に工夫と努力が見られる。 

・左記の内容で非常に良い。 

・早く自由に面会に行ける事を期待す

る。 

・現状できていないと思う。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 各担当者でアセスメントを行い、又

その時にご本人より聞き取りを行っ

ている。又ご家族には定期的に電話

連絡をし、現状報告を行い、その際

に意向を確認しプランや、日常の生

活に反映させている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人やご家族に意向の確認とカ

ンファレンスにてモニタリングや次の

プランの課題とケアの実践について

協議し実践している。また、医師や看

護師、施術師など必要各所と連携を

とり意見を頂いている。 

・きめ細かな対応に敬意を表する。 

・左記の内容で非常に良い。 

・母親も施設側の暖かいケアによる効果

があり何とか歩行器で生活できるように

なっている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・コロナ禍で本人も交えて話せない。 

・一度転倒すると回復に時間がかかり大

変だと思うが今後もフォローして欲しい。 

・医師とのコミュニケーションが十分に取

れている点はご家族に対して心強いと

思う。 

・認知症の理解は難しいのでケアの中

で重要だと思う。 

・「自分の足で歩き続けること」を目標

に、看護師や訪リハのスタッフに常時相

談されてケアに取り組まれてことは評価

出来る。 

・多職種からの意見や助言などもらえる

のはとても良いと思います。 
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18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の様子や気が付いたことは朝

夕の申し送りや朝礼、介護記録や連

絡ノート、気づきシートの活用で情報

の共有を図り実践や介護計画の見

直しに活かしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・入居者様の転倒や薬の誤飲対策など

十分できており、また職員の個人レベル

にしていない点が安心できる。 

・連絡ノートの活用がなされていると思

う。伝わっていない事があれば、口頭で

も確認する等の工夫が必要。 

・気づきシートなど、とても良い取り組み

をしているので、他法人にも情報提供を

できる仕組みがあると良いと思います。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人希望やご家族とも話し合いを

重ね、必要なら多職種の支援を考

え、実現に向けて支援している。 

・良い事。 

・左記の実現に向けて頑張って欲しい。 

・これからもひとり一人の必要に応じた対

応をお願いする。 

・ありがたい。 
 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域資源の中で病院や訪問リハ、

訪問美容、歯科などに留まるが、利

用できる資源は利用していきたいと

思う。 

・町内会で支援できる事があれば支援す

る。 

・利用できる資源は上手く活用して欲し

い。 

・施設内で訪問美容や歯科の対応が出

来て非常に助かった。 

・ありがたい。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

24時間 365日相談体制がある往診

医との関係を築きながらひとり一人

の体の不調を早い段階で相談しご家

族と病院の橋渡しをしている。コロナ

ウイルス感染の時は素早い対応で

重症化になった入居者様はいなかっ

た。  

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様が入院した時はご家族と

共に早い段階で情報の提供を行って

いる。早期の退院に向け、病院の相

談員と定期的に連絡しその時の状況

を把握し病院関係者とご家族との橋

渡しをし、良好な関係を作っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・通院時に情報提供書を作成して頂き、

病院も菜の花の姿勢を評価していると

思う。 

・母も持病が悪化し急に状態が変わる

事がもあると思うので適切な対応をよろ

しくお願いしたい。 

・特養でも断れるような癌の方をケアし

ているとの事でご家族にとっては本当に

心強い施設だと思った。 

・医療機関やご家族と密に情報共有さ
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れており、そのことでご家族の安心感に

繋がっている。 

・医療との関係は難しい事もあります

が、お互い尊重することで良好な関係性

を維持できると思います 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  ご本人がお元気な時から 1年に 1

度、終末期の意向を確認している。

又ご本人が答えられなくなっても、一

番近い存在のご家族と話し合いを行

っている。看取り介護についてご家

族の理解を下に一緒に支援してい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・コロナ禍なので、本人と話し合えていな

い。 

・看取りについて早い時期からご家族に

説明と話し合いを行っている点は素晴ら

しく、他の介護施設も見習うべきと思う。 

・介護職のスキルや他の介護施設でも

受け入れられない事をやっておられて、

人間としての器がなければできないと思

う。 

・ご家族に看取りに関する意向を書面で

確認し、細かくご連絡も取っておられ、ご

家族の感情面にも配慮されているので

素晴らしいと思う。 

・スタッフも看取りをする場合、精神面で

の負担は多くなるので、身体面での負

担軽減が出来たら良いと思います 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新入職の際は事故や急変時の対

応について学び、心肺蘇生法等の研

修は義務付けている。一年に一度内

部学習で取り上げている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 1年に 2回火災、地震水害による避

難訓練を計4回行っている。コロナ禍

以前は消防立ち合いで町内会会長

他の方も協力を得て訓練を行ってい

たが、今年度は出来ていない。 

・コロナ禍でやむを得ないと思う。落ち着

いたらいつでもＤ協力させて頂く。 

・出来る限り訓練の実施を望む。・入居

者及びスタッフの命にかかわることなの

で、避難手順や動線の確認など日常の

中で続けて欲しい。 

・コロナ禍で実訓練が出来ていない場

合、避難方法の確認等、ほかの方策もあ

ると思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・本人から行っている事は聞いた。 

・真冬の停電時などの不測のトラブルに

対応できるか心配である。 

・避難訓練で非常ベルを他機関と協力し

鳴らして行っている。 

・物忘れや耳が遠く、火事等の事象を正

確にとらえられない等、高齢者の誘導は

日々の訓練の積み重ねだと思う。 

・今後コロナの状況も変わってくるので、

通常の訓練を再開を望む。年４回行って

いることは評価できます。 

・災害時の協力体制の確認、見直し等を
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できるだけ全スタッフで話し合いをした

方が良いと思います 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様は要介護度が低い方が

多いので職員は基本的に丁寧な言

葉かけや丁寧な対応をしている。し

かし親しみを持つ意味でご本人と同

じ位置、同じ目線になる事がある。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・本人が現在落ち着いて生活出来てい

る様子なので、引き続きお願いしたい。 

・マンパワーの不足など理解できる事も

多いが、本人への説明なしに色々な事

が行われ、蔑ろにされていると感じる事

がある様子。 

・入居者様への制限を加えることなく、

自由な言動の中で見守りをしており、不

満度は低いのではないかと感じる。 

・ほぼ出来てると思うが、クラスター等緊

急時には説明不足になってしまう事もあ

るとの事なので、落ち着いた対応が必

要。 

・共に生活しているとプラバシーなど、疎

かになってしまいがちなので、居室に入

る際やスタッフがしていることはその都

度、説明することをしていく必要があると

思われる 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一人ひとりのペースを尊重しつつ

日課の設定や体操やアクティビティ

への参加の促しを行っている。夕食

後の団欒としてテレビを囲み 5名程

20時以降もおしゃべりが続くこともあ

る。 

     

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様は皆さん食事を楽しみに

している。キッチンと食席が隣接して

いるので匂い、音など五感に働きか

けるように努力している。準備や後

片付けも役割を持ち、共に行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・コロナなど体調の不良時以外は皆さん

との食事を楽しめるようお願いしたい。 

・窓越しで入居者様が調理準備や片付

けなど見かけたことがあった。自分に役

割がある事は生きる上で大切な事だと

思う。その時の入居者様は生き生きとし

た表情をしていた。 

・利用者様が食事の楽しみを持てるよう
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工夫されていると思う。準備や後片付け

を一緒にされているのも、利用者様の意

欲につながると思う。 

・美味しさは視覚からも伝わってくるの

で、料理だけでなく、食事風景の環境整

備も支援することが必要だと思います。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 糖尿病がある方の量の管理は医

師に相談している。水分量が取れな

い方はぜりーを手作りして進めてい

る。一人ひとりに合った支援をしてい

る。 

     

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自分で出来る方が多いので、見

守りの下支援している。早い段階よ

り訪問歯科医と相談している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・高齢者の口腔ケアはご家族や自分で

も難しいものでよい関係性があるからこ

そ、スムーズに出来ている事と思う。 

・歯の状態が悪いと食事の楽しみがなく

なってしまうので、これからも日頃のケア

が大事。 

・歯の嚙み合わせは認知症の予防の観

点からも必要と言われているので、継続

して支援していく必要があると思われる 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介助が必要な入居者様はプライバ

シーに配慮し排泄時に介入してい

る。便秘の予防は主治医や看護師

に相談している。又積極的に体を動

かす等の支援を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・この取り組みはありがたい。 

・きめの細かい対応に感謝している。 

・排泄は入居者様の尊厳にかかわる事

で配慮が十分出来ていると思う。 

・排泄の自立度を上げる取り組みはご

本人も希望が持てて素晴らしいと思う。 

・主治医や看護師への相談や体を動か

すことなど、必要なケアがなされている

と思う。 

・排泄支援は介護の中でもっともデリー

ケートな支援なので、利用者本人が自

立していけるような支援が必要だと思い

ます 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 当日の入浴予定をご本人に伝え、

準備等はご自分で行う。入浴中は職

員と触れ合いながらゆっくりと時間を

取っている。当日気乗りのしない方

は翌日に延ばしたりしている。 

      



- 9 - 

 

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 活動的な時間と休息の時間のメリ

ハリをつけた毎日を送っている。夜

勤者二人体制の中安心した夜間を

過ごせる。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一人ひとりの服薬の内容、名前、

薬効等は受診記録や薬情により確

認している。薬が変更になった時は、

受診記録への明記と申し送りで職員

に説明している。服薬時は事故のな

い様に再三の確認を行っている。定

期的に注意喚起と指導を行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・目に見えないが、しっかりやっていると

思う。 

・他の施設でも取り入れたいような防止

策であると思う。 

・服薬内容が変更になった時の対応や

日々の服薬時に二重三重のチェックを

多忙な中で行っており安心出来る。 

・複数の職員とご本人とで、二重三重に

服薬の確認をされていると聞いた。これ

でも誤薬が起きた場合は、更に原因を

調べて対応して欲しい。 

・誤薬等は緊張感を持って支援していく

のと、内服薬に関しては、主治医、看護

師と相談しながら、利用者本人の生活

が良くなるように支援が必要と思われる 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 生活リハビリの名目で個々に役割

を持ちその支援を行っている。業務

はご本人と行う事を職員には理解し

て頂いている。アクティビティでは

個々の力を生かした支援を行ってい

る。 

・良い事。 

・生活リハビリは大変ですが個々の支援

をして頂きたい。 

・ありがたい。 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中買い物も自由にでき

ず、近くの公園を散歩するのみだ

が、近所の方と出会ったら挨拶を交

わす等の支援を行っている。 

・菜の花通信で存在が知れ渡っていると

思う。  

・左記のように大変ですが、少しずつ実

施出来れば良い。 

・早く外泊できる日が来ることを希望す

る。  

・コロナ禍なので、評価できない。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現実にはご本人がお金を所持する

ことは無いがご家族より預かって使

える事は日々説明し、カタログを眺

め購入したりしている。 
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38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人が連絡を取りたいと訴えた

場合には躊躇なく連絡を取る。電話

は日常的に行われている。年末に年

賀状の支援も行った。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 共用部分では入居者様により季節

に応じて装飾や季節の花を活けて頂

いたりしている。食事をとる場所とテ

レビを囲みゆっくり過ごす場所の区

別を設けて気分転換を図れるように

している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・内部は良く分からないが本人に不満は

ない様子。 

・非常時の対応等安心して生活が出来

る空間作りを今後も継続お願いする。 

・大きなテーブルでお花を活ける等季節

を感じてよいと思う。 

・春夏では外にあるプランターや今まで

になかった花壇に植えている花が美しく

咲いている。入居されているのが女性ば

かりとの事でお花は大きな癒しになると

思う。 

・心地よい空間づくりを心掛けていると

思う。季節ごとに変化を持たせているの

も、四季を体感できる刺激になり良いと

思う。 

・認知症の中核障害を理解し、本人にと

って心地良い空間作りをしていると思

う。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

基本的に全てご本人の意向が優先

し物事が進む。またご本人の意向を

伝える事が出来ない方は、一つ一つ

確認し完結しているので意向に沿っ

た暮らしが出来ている。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人の生活歴、習慣などは入居

前に情報があり、また入居後は常に

聞き取り記録を共有する事で、支援

に生かしている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日バイタル測定やご本人の状況

を申し送りなどで共有し、心配なこと

は主治医や看護師に相談している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族としては安心である。 

・本人への説明が不足気味。 

・医師連携が出来ていることは大変心強

い。 

・ご本人への説明を主治医からしていた
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だくのは、ご本人も安心かと思う。 

ご家族にもその事をお伝えして見てはど

うか。 

・健康面や医療面に関しては主治医と

連携すると共に、安心感を与えられる声

掛けやスタッフの姿勢や態度を検討して

も良いと思われる 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自宅での習慣とまではいかない

が、入居後の暮らしの習慣は身につ

き、一人ひとりのペースを守った生活

が出来ている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時に思い出の写真やご自宅で

大切にしていたものなど置くことを推

奨していて、居室で飾っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・現状、館内に立ち入る事が出来ないの

で、わからない。 

・自宅に近い環境になるように思い出の

品も持ち込みを推奨している。 

・ホームへの入所は思い出を捨ててしま

い殺風景な部屋で過ごすイメージがあっ

たが、その取り組みはご本人やご家族

にも喜ばしい事だと思う。 

・馴染みのものを周囲に置くことは、ご

本人への安心に繋がる。これからも続

けて欲しい。 

・認知症の程度によって、馴染みのもの

や大切なものを工夫することが大切だと

思われる 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中外出支援は難しい

が、日々のアクティビティや月行事、

3大行事などには必ず参加し楽しま

れている。 

・書面にて様子は窺える。 

・大変良い事。 

・これからも参加に期待する。 

    

46 
本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 一人ひとりの出来る事や出来ない

事はそれぞれ違うので、職員はそれ

を踏まえてご本人に寄り添い行う事

が出来ている。 
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47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者様同士の関わり、職員の支

援の中で一人ひとり、毎日できてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・館内の生活にはほぼ満足しているコロ

ナ禍ではあるが外出の機会がなく、買い

物や外部との交流が極端にない。感染

対策を行い面会等もう少し本人に楽しみ

があっても良い。 

・女性入居者同士の会話を遮らず、見守

り、誘導するなどの工夫がプロならでは

だと思った。 

・コロナ過もあり、本人のニーズを支援

することが難しい状態ですが、その中で

も本人が誰かの役に立っているという満

足感を作っていく必要があると思われる 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の中なかなか交流するこ

とは難しいが、解除されればすぐに

でも交流したい。 

・4/下旬から 5/中旬で南公園で鯉のぼり

を掲げる予定。 

・左記のとおり。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 住宅街の中でご本人はＧＨが家の

認識を持ち職員の支援の下、安心で

毎日楽しい日々を送る事が出来てい

る。 

 ・書面にて楽しい日々を送っている様

子が窺える。 

・左記のように大変良い事だ。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・安心して生活している様子が見て取れ

るので引き続きの支援をお願いしたい。 

・内部での生活は楽しく過ごせていると

思うし評価できる。外部との交わりが出

来ないので地域という面ではどうかと思

う。 

・十分出来ている。 

・菜の花便りで皆さん良い笑顔をされて

いるのを見られるのは喜ばしい事。ご家

族も喜ぶと思うので、大変かと思うがぜ

ひ続けて欲しい。 

・近隣公園で散歩の様子をよく見てい

た。孫とおばあちゃんのような暖かな雰

囲気で社員さんの教育レベルの高さを

実感した。 

包括より 

地域の方が見守りし意見を津田さるの

はとても心強いこと。ありがたいことです

ね。 

・現状、とても細部まで支援できており良

いと思います。 

今後は、次のステップの支援ができるよ
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うに頑張って欲しいと思います 

 


